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九州の 新技術紹介と若手技術者育成

九州支部の 活動一

From 九州支部

1． は じ め に

　地 盤 工 学 会九 州支部 で は ，平 成 11年度の 将来構想検

討特別委員会 の 答申を も とに ，今後 5 年 で の 支部組織

改革 と魅力あ る学会 で あ るた め の 検討課題の 解決 に 向け ，

総会，評議員会，幹事会の 他 に，実質的な 活動組織 とし

て，総務企画委員会，事業推進委員会，広報委員会，研

究委員会 ， 表彰委員会 お よび 国際委員会 を設置 し ， 積極

的 な活動 を行 っ て い る。今回の 攴部 ね っ とで は，現在 の

各委員会活動 の
一

端を紹介す る とともに，平成 15年度

九 州攴部技術賞 （団体 の 部） の 受賞技術 と新 た な取組 み

で あ る優秀学 生賞 に つ い て報告 す る。

2． 九州支部 の委員会 活動 に っ いて

　総務 企 画委員会で特筆 す べ きは，これ まで独 立 して委

員会運営を行 っ て きた が，平成 15年度 よ り，委員会体

制を 見直 し，支部各委員会の 幹事 を委員 と して組 み 入 れ，

各委員会相互 関 係の 強化，攴部運営の 活性 化 を 図 っ た。

　事業推進委員会 で は，「中堅技術者の ための 土 と基礎

ス テ ッ プ ア ッ プ講座 （QPD）
〜

技術士 受験の ポ イン ト
〜

」

を 昨年度同様 に取 り組ん で い る 。

　広報委員会で は，パ ン フ レ ッ ト作成 ，人 材デ
ー

タベ ー

ス の 構築，支部便 り等を も とに ，企 業や 自治体，加え て

．．
般 へ の 広報 活 動 を 実 施 して い る 。

　研 究 委員会 で は，昨年度 よ り 「人 工 地盤 材料 の 利 用 技

術 に 関 す る 研究委員会1 （委員長 ：人谷　順　熊本人学

教 授 ） が 発 足 し，産 学 官 の 共 同 研 究，若 手技 術 者 の 育 成

も含め 取 り組 ん で い る 。 ま た，今年度 よ り，産学 官の 連

携 に よ る 「九州地 理 地 盤情報 シ ス テ ム 協議会」（委員長 ：

善　功 企　九州大学教授）が ， 九 州地 区で の 地 盤情報の

データベ ース を 具 体化す るた め に，発足 して い る 。

　国際委員会で は，東ア ジ ア で の 地盤工 学の 展開を 目的

と して ， Joint　Seminar 　Geotechnics　and 　Geoengineering

in　 Hanoi を 平成16年 10月 8〜9 日，ベ トナ ム ハ ノ イで

の 開催 に 向け て 準備を進め て い る。

3． 平成 15年度受賞技術の 紹介

3．1 「浸透固化処理 工 法 に よる護岸 の 吸出 し防止技

術 ： 国土 交通 省九 州地方整備 局 ・下 関港湾空港

技術調査事務所，五 洋建設  九 州支店」

　近年の 耐震 設計基準の 強化 に伴 う護岸の 耐震性強化 に，

「浸透 固 化 処 mPT．法 」 の 適用 が検討 され た 。 図
一 1に示

す よ うに ，施 工 対象岸壁 で の 本施 T．の 適用 に お い て は，

波 浪 に よ る吸 い 出 し防止 を対 象 に した改 良土 の耐 久性 実
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図
一2　 水 圧言1測結果 （潮位 の 影響）

験 と，潮位の 影 響 に よ る 地 ト水 位の 変動 を 考慮 し た 本施

工法 を用 い た 現 地 実 験 を実 施 した。本 施 工 に 当 た り，残

留水位の 移動に 対す る施工 性お よび 防砂 シート状 の 孔 に

対す る 対策の 課題点 に つ い て 検討 を行 っ て い る。

　（1） 浸透固化処 理 工 法の 概要

　浸透固 化処 理 τ 法は，浸 透性 の 良い 溶液型 の 固 化薬液

を地盤内に 浸透注入 させて ，地盤内の 間隙水をゼ リ
ー

状

の 物質 と置換 させ 地 盤 強度 を増加 さ せ る薬液注入 工 法の

つ で あ る。木工 法 で は，従来の 薬液 注 入工 法 とは異 な

り，目標強度を液状化防止 が 口∫能な程度 に設定し，削孔

間 隔 を従来工 法 の 2〜4倍 程 度 に 大 き くす る こ と に よ り

コ ス トダウン を行 っ て い る。こ れに よ り，従来の 薬液注

入 工 法 に 比べ て 50％程度 の 施工 単価 を 実現 して い る。

　  　改 良体 内の 間隙 水 圧 挙動 に よ る改 良効 果の 確認

　施工 終了後，改良域 の マ ク ロ 的な改良効果を確認する

た め に ，ケー
ソソ 前面 と改良地盤 内に お い て ，間隙水圧

の 測 定 を実施 した。設置終 了後 に計測 し た時 の水 圧計の

計 測 結果 を 図
一 2 に 示 す 。 図

一 2 中の 水 圧 P は，潮位

に よ る水圧 の 変動量 を表 した もの で ある。ケ
ー

ソ ン 前面

と裏込 め境 界 の 水 圧 の 変動 値 に差 は な い が，改 良 土 内 部

の 間隙水圧計の 値 は ケ
ー

ソ ン 前面 に 比 べ て 50％程度小

さ な値 とな っ て い る。ま た，改良後 に は ケ
ー

ソン 前面 の

水 圧 が 2時間程度 位 相 が 遅 れ て 伝達 して い る 。 こ の こ
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（a）圧 縮 変 化 発 生 後 〔b）変化前　　（c）伸 び変化発 生後

図
一．3　 計測原理

と か ら，溶 液型薬液 注 入 工 法に よ り改良さ れ た こ とに よ

り，地 盤の 透水性 が 小さ くな り，潮位 や波浪に よる 水圧

の 影 響 を背面 地 盤 に 伝 え に くい 地 盤 に 改 良 さ れ て い る こ

とが 確 認 さ れ た。

　3．2rMDM 方式光フ ァ イバ セ ン サ に よ る斜面モ ニ タ

　　　　リ ン グ シ ス テ ム の 実 現 ：長 菱 制 御 シ ス テ ム   ，

　　　 日本地研  ，西 日本菱重興産  」

　近 年，光 フ ァ イバ ひ ず み 計測 方法 の 研究 が進 み，連 続

的 か つ 長距離 に わ た る ひ ず み 計測 を 実現 して お り，従米

に な い 新 し い ひ ず み 計測 方法 と して 注 目さ れ て い る。こ

の技術 を応用 し て，道路斜面崩壊モ ニ タ リン グ に ，九 州

地区 で 開発された 技術で あ る光 フ ァ イバ セ ン サ
‘‘MDM

（Macro　 Distortion　 Monitor）”を用 い た モ ニ タ リン グ
．
ン

ス テ ム の 構築 を行 っ た。

　（D　計測原理

　図
一 3 に示 す よ う に，斜面 変位 に 応 じ て，10mm φ，

40　mmip の 円柱 へ の 光フ ァ イバ 巻き付 け比 が変化 す る。

こ の 時，光 フ ァ イバ に 規定値以 Hの 曲げ が 加 わ る と放 射

光に よ り透過光 強度 が 減衰す る。こ の伝搬光量 と光フ ァ

イバ の 曲 げ量 の 関係 よ り被監視物 の 変位量を求める こ と

がで き る。

　（2）　適用事伊rJ

　監 視斜面 で は，2001年 6 月22 日 に表層崩壊 が 発生 し

た。図
一 4 は，そ の 表層崩壊時 の MDM セ ン サ の 変位

挙動 を示 し た も の で あ る。MDM セ ン サ No ．12が 6 月

20日軽 頃 よ りわ ず か な 変 位 を 示 し，6 月 22 日 12時 10分

に 急 激 な変 異 を 示 して い る 。デー
タ で は ，そ の 後 10分

後 に 2mm1 時 間 の 警報 値 を超 え，14時 10分 に 崩壊 へ 至

った と考 え られ る。現場 点検 の結果，変位急変 か ら崩壊

ま で 2 時間の 余裕 が あ る こ とか ら，崩壊予 知 が 可能 で

あ る こ とが わ か っ た 。 ま た，こ の 2 時 間 の 余 裕 は，「交

通規制」 等の 判断資料 とす る こ とが で きる。

　（3） 本技術の 評価 と 今後 の 展開

　本技術 は，大 型構造 物変状 の リア ル タ イ ム 計測 ・監視

へ の 応用 が可 能 で あ る。 トン ネ ル ，ダ ム ，橋 梁 な どの 変

状 計 測 を視 野 に 入 れ た シ ス テ ム の 改良 ・開発 を 現在，検

討 して い る 。 ま た ，本 技 術 で は，斜 面 補 強 費の 1／15以

下 と な る 低価格 で ，耐久性 の 良 い モ ニ タ リ ン グ シ ス テ ム

とセ ン サ 設 置 工 法 を 開発 し，実斜面 の 変位挙 動解析 に 基

づ く予測 技術 を確立 す る こ とを 目標 と して い る。

4． 平成 15年度学生優 秀賞の紹介

九 州支部で は 新 た な取組 み と し て ，支 部管 内 に 拠 点 を
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一4　 表層崩壊時の MDM セ ン サ挙動
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表
一1　 平 成 15年度学 生優秀賞受賞者 〔平 成 16年 3 月現葡

麦 寅者 所　 　 属

戸 田　理 恵子 九州 大学 工学 部地 球環境 工 学専 攻

NじhaJain 九州ス 学大 学院］匚学府

蔡　 躍 九 州六学大学院工学府

大 寺　 泰輔 九州 大学 大 学院 工学府

尾 崎　抻 吾 九 州大 学大 学院 生物 資源 環境 科学 府

μ」1岡　伸也 ノL州大 学大 学院生物 資源環境科学府

江藤　崇 九 州 エ業大学大学院工 学研究科

宮 本　英揮 鹿 児 島大 学大 学院 連 合農学 研究科

松永　睾一郎 佐賀大 学理 工学部都市工 学科

押領寺　 誌也 偉賀大学大学院工 学研 究利

A．M ．K．8 　 Abevsi【ゆ e 佐賀大学大学院工学研究科

大隈　周史 長崎大学大学院生 産科学研 究科

濱 本　 良 太 長崎大学大学院生産科学研 究科

和 団　 昌 大 熊本 大学 大学 院 自然科 学研 究科

高野　大樹 熊本 大学 大学 院 自然科 学研 究科

工 藤　
一．

ノ、 宮崎 尺学大学院］匚学研 究科

酒 匂　
．．．

成 亜児島大学大学院理 工学研 究科

内 田 　
．一．

平 鹿児 島 大学 穴学 院農学 研 究科

富平　友子 琉球 大学 工学 部環 境逮 設 工学科

北崎　誠 九州共立 大学人 学院工 学研究科

大 雁　 淳
．一

郎 西 日本 ⊥業大学工学部環 境都 市デ ザイ ン 工 学：f：1
古賀　千佳 嗣 福 岡 大学工 学部 社会 デ ザイ ン 工 学科

近藤　亮 崇城大 学大学院一1二学研 究科

河 野　 正 寿 大分工 業高等専門学校機械・環境 シ ス テ ム 専攻

置 く教育機関に 在籍 し，地盤工 学を主 専攻 とす る学生 の

中か ら，研 究活動 に お い て 優秀 と認め られ る学生 を表彰

す る こ と と した。こ の こ とより，積極的な学習ならび に

研 究，技術開発 な ど を 奨励す る とと もに，蔚い 世 代の 地

盤 工 学会 に 対 す る理 解を 深 め，支部活動の 活性化 を図 り，

も っ て 本 支部 の発展 に 寄与す る こ と を 目的 と して い る。

優秀学 生 賞受賞者24名 とそ の 所属を 表一 1に 示 して い

る。各 々 の 研 究 テ
ーマ の キ

ー
ワ
ー

ドは，ニヒの 物理 ・化

学 ・力 学 的性 質，環 境，防災，国 際貢献な ど とバ ラエ テ

ィ に 富ん で お り，学生の 研究 へ の 真摯 な取組み が評価さ

れ，受 賞 に 至 っ た。

5．　 お わ り に

　今回 の 支部 ね っ とで は，九 州 支部の 各委員会活 動，平

成 15年 度 九 州 支 部 技 術 賞 お よ び学 生 優秀賞 に つ い て 報

告を 行 っ た。最後に ，資料 の ご提供 を い た だ い た五 洋建

設  　林　健太 郎氏 と 長菱制御 シ ス テ ム   　宮 川　健氏

に 感 謝致 しま す。

〔文責 ：荒牧憲隆　崇城大学工 学部 環境建設 丁 学科）

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　（原稿
’
受理 　　2004 ．7．29 ）
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